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令和元年5月
人口：6,333名

世帯数：2,528世帯

自治会員：468世帯

賛助会員：56社

令和元年 2019 年12月 1 日 古謝自治会ニュース 第 85 号

12月の主な行事

✰緊急時連絡先：事件・事故932-0110(沖縄警察署)、火事・救急・交通事故１１９、 虐待かと思ったら【イチハヤク】１８９ (児童相談所)、沖縄市社協 心配ごと相談所 937-1500

守りますあなたの安全 110番 安心の相談ダイヤル＃9110

～ 自治会行事 ～

12月22日(日)13:00～16:00
場所：新夢咲公園

★ スポレク大会

～ 12月 の 定 例 会 ～
毎月1日、15日 13:00～16:00

《古謝公民館》

・古謝老人クラブゆんたく広場
毎月第2、第3、 金曜日

13:00～16:00《新夢咲公園》

・老人クラブグラウンドゴルフ
毎月第1(木)10:00 古謝公民館

第 3(木):14:00

・生きいきデイサービス(100円)・
毎月第3(火)19:00《古謝公民館》

・古謝カラオケ愛好会(300円) ・
第 4(火)19:00 《古謝公民館》

・定例理事会 1
毎月第1(土）9:00《ウブガー広場》

・古謝グリーン会（清掃活動）・

今月16日（月）16:00《古謝公民館》

・福祉連絡会《くじゃーアコウ会》
毎月第1、第3(水)15:00 古謝公民館

・ちえぞう君(移動図書) ・

毎週（水）20:00《古謝公民館》

・古謝古典音楽愛好会 (無料) ・

毎週（月）､（水）､（土）

17:00～19:00《古謝公民館》

・古 謝 翔 龍 太 鼓 (無料) ・

毎週（金）20:00《古謝公民館》

・古謝獅子舞保存会 (無料) ・

毎週（月）19:00《古謝公民館》

・古謝青年会・古謝キッズ三線

会
毎月第2･第4(土)14:00 古謝公民館

・結の会 (小物づくり) (無料) ・

毎週（火）16:00《古謝公民館》

・出前児童館（キッズデポ） ・

※詳細は公民館にご確認下さい

電話（098）938-3911

古謝神獅子新調委員会役員の皆さん

二丁目のユニプラ（株）様が
賛助会員に加入されました

新会員紹介

神獅子の頭と奉納箱が完成
～ 古謝神獅子新調委員会の中間報告 ～

★

本
漆
塗
り
で
仕
上
が
る

十
一
月
十
九
日
に
、
首
里
に
あ
る

（
株
）
漆
芸
工
房
に
依
頼
し
て
あ

っ
た
神
獅
子
の
頭
と
奉
納
箱
の
漆

塗
り
作
業
が
完
了
し
て
、
公
民
館

に
納
品
が
あ
り
、
古
謝
神
獅
子
新

調
委
員
会
が
立
会
の
も
と
受
け
取

り
致
し
ま
し
た
▲
獅
子
頭
は
獅
子

舞
保
存
会
の
仲
間
真
和
氏
が
デ
イ

ゴ
木
で
作
成
し
、
奉
納
箱
は
西
原

町
の
㈲
平
田
工
房
が
杉
板
で
作
成

し
た
も
の
を
其
々
（
株
）
漆
芸
工

房
に
本
漆
塗
り
を
依
頼
し
て
あ
り

ま
し
た
▲
頭
は
緑
色
を
基
調
と
し

た
重
厚
あ
る
仕
上
が
り
で
、
奉
納

箱
は
正
面
に
獅
子
を
デ
ザ
イ
ン
化

し
た
絵
柄
が
書
き
込
ま
れ
、
箱
蓋

裏
面
に
は
、
比
屋
根
為
勝
氏
に
よ

る
詠
歌
が
書
き
込
ま
れ
、
黒
を
基

調
と
し
た
仕
上
が
り
に
な
っ
て
い

ま
す
▲
今
後
は
、
現
在
作
成
中
の

衣
紡
ぎ
作
業
の
後
に
、
染
作
業
や

縫
い
付
け
作
業
を
得
た
の
ち
令
和

２
年
３
月
の
完
成
を
目
指
し
ま
す

神獅子の頭

神獅子の奉納箱

共同作業で区が奇麗に！
「クリーンデイin沖縄市」 と 同時開催

桑
江
朝
千
夫
市
長
が
激
励
の
視
察

十
一
月
十
日
に
自
分
た
ち
の
地
域

を
区
民
の
手
で
奇
麗
に
し
よ
う
と

、
雲
一
つ
な
い
青
空
の
も
と
秋
の

共
同
清
掃
作
業
が
行
わ
れ
区
民
百

七
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
▲
そ
の

日
は
「
ク
リ
ー
ン
デ
イi

n

沖
縄
市

」
も
同
時
開
始
と
な
り
、
桑
江
朝

千
夫
市
長
が
激
励
の
挨
拶
に
訪
れ

ま
し
た
▲
宮
里
中
学
校
か
ら
八
十

名
の
津
嘉
山
支
部
の
生
徒
た
ち
が

参
加
し
、
津
嘉
山
地
域
の
清
掃
活

動
に
頑
張
り
、
ゴ
ミ
袋
二
十
個
分

の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
▲
ア
シ
ビ

ナ
ー
で
の
作
業
は
例
年
ウ
ー
チ
ュ

ー
ガ
ー
ま
で
の
通
路
を
草
刈
り
し

て
い
て
、
参
加
し
た
知
念
正
敏
氏

は
古
謝
獅
子
舞
保
存
会
に
呼
び
か

け
て
カ
ー
も
奇
麗
に
し
て
、
昔
の

よ
う
に
若
水
が
汲
め
る
よ
う
し
た

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

仲松家の皆様（ｱﾀﾞﾆﾔﾏｸﾞヮｰ）

ｳｰﾁｭｰｶﾞｰの避難通路を草刈り

絵
画
作
品
展
に
知
念
君
が
優
秀
賞

十
月
二
十
一
日
に
沖
縄
市
庁
舎
市
長
応
接
室
で

「
第
２
回
ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の
自
治
会

・
公
民
館
」
絵
画
作
品
表
彰
式
が
あ
り
、
自
治

会
内
か
ら
八
班
の
知
念
満
来
君
（
美
東
小
学
校

二
年
）
が
優
秀
賞
の
沖
縄
市
教
育
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
▲
沖
縄
市
自
治
会
加
入
促
進
協
議
会

で
は
、
自
治
会
加
入
を
促
進
し
よ
う
と
絵
画
作

品
を
募
集
し
て
お
り
、
最
優
秀
賞
一
名
、
優
秀

賞
六
名
が
選
ば
れ
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た

▲
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
知
念
満
来
君
の
作
品
は

「
古
謝
納
涼
ま
つ
り
」
と
題
し
て
青
年
エ
イ
サ

ー
を
力
強
い
タ
ッ
チ
で
描
い

て
く
れ
ま
し
た
▲
満
来
君
に

受
賞
の
感
想
を
聞
く
と
「
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
相
談

し
な
が
ら
エ
イ
サ
ー
の
絵
を

書
き
ま
し
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た

優秀賞の知念満来君

女性部が料理教室を開催
キ
ー
マ
カ
レ
ー

で

ヘ
ル
シ
ー
に

十
月
二
十
六
日
に
公
民
館
調
理

室
に
て
女
性
部
十
二
名
が
参
加

し
て
お
肉
が
メ
イ
ン
の
ヘ
ル
シ

ー
メ
ニ
ュ
ー
と
題
し
て
キ
ー
マ

カ
レ
ー
の
作
り
方
を
学
び
ま
し

た
▲
講
師
に
は
沖
縄
市
食
生
活

改
善
推
進
員
で
自
治
会
書
記>

�

会
計
の
宮
畑
友
子
さ
ん
が
企
画

運
営
し
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
▲
材
料
は
ひ
き
肉
、

ニ
ン
ジ
ン
、
玉
ね
ぎ
、
ト
マ
ト

等
で
カ
レ
ー
粉
に
ウ
ス
タ
ー
ソ

ー
ス
や
味
噌
で
味
付
け
を
し
て

食
塩
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
▲

出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
は
公
民

館
ホ
ー
ル
で
美
味
し
く
試
食
い

た
し
ま
し
た
▲
参
加
者
の
感
想

は
、
味
噌
の
味
付
け
や
、
ご
飯

も
ウ
コ
ン
で
薄
く
色
付
け
が
良

か
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た

キーマカレーの試食でゆんたく会

【全国大会の報告】

十一月十五日に沖縄市自治公

民館長連絡協議会の館長２１名

が、奈良県文化会館で開催され

た第41回全国公民館研

究集会奈良大会に参加

しました▲「古都から未来

のまちへ豊かな学びを紡

ぐ公民館」を大会テーマと

して、全国から千三百人

が参加し研究事例発表や

記念講演を聴講しました▲

第３分科会では「地域コミ

ュニティの核となる公民館」

と題して事例発表や意見

交換会を行い、充実した

実り多い大会となりました。

参加した館長の皆様（奈良県）


